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北九州市とＳＤＧｓ

ＳＤＧｓ とは「 Ｓｕ ｓ ｔ ａ ｉ ｎ ａ ｂ ｌ ｅ Ｄｅ ｖ ｅ ｌ ｏ ｐ ｍｅ ｎ ｔ Ｇｏ ａ ｌ ｓ （ 持続可能な開発

目標）」 の略称です。２０３０年までに全世界で取り組む共通目標として、２０１５年の国連サミッ

トで国連の全加盟国（ １９３ヵ国） により採択されました。

「 誰一人取り残さない」 を理念とし、健康・ 福祉、働きがい・ 経済成長、気候変動対策など１７

のゴールと１６９のターゲットが掲げられています。

北九州市は２０１８年６月、全国で初めての「 ＳＤＧｓ 未来都市」（ 全国２９都市） 及び「 自治体

ＳＤＧｓ モデル事業」（ 全国１０事業） に選定されました。

北九州市ＳＤＧｓ 未来都市市計画

２０１８年６月に「 ＳＤＧｓ 未来都市」 に認定されたのを受け、北

九州市では同年８月に「 北九州市ＳＤＧｓ 未来都市計画」 を策定しま

した。この計画に基づき、ＳＤＧｓ の達成に取り組むことで、「『 真の

豊かさ』 にあふれ、世界に貢献し、信頼される『 グリーン成長都市』」

を目指していきます。また、このビジョンの達成に向けて、経済・ 社

会・ 環境の三側面を統合的に取り組み、自律的な好循環が生まれるこ

とを目指していきます。

北九州市のまちづく り

北九州市ＳＤＧｓ マーク
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(４ )新たな価値観を

生み出すＳＤＧｓ経営

の普及
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北九州市まち・ ひと・ しごと創生総合戦略

国においては、少子高齢化・人口減少という我が国が直面する大きな課題に取り組むため、「 まち・

ひと・ しごと創生本部」 を設置し、東京一極集中の是正、若い世代の就労・ 結婚・ 子育ての希望の

実現、地域の特性に即した地域課題の解決の3 つの視点を基本に、魅力ある地方の創生を目指すこ

ととしています。

これを受けて本市では、女性・ 若者の定着につながる魅力あるまちづく りを目指して、『 北九州市

まち・ ひと・ しごと創生総合戦略』 を策定し、「 オール北九州」 による、多岐にわたる地方創生の取

組を進めています。

地方創生のための都市ブランド「 Ｎｅ ｗ Ｕ」

ビジネスも、暮らしも、子育ても、「 あたらしいことを、はじめやすい都市。福岡県北九州市。」 を広

く深く認知してもらうためのスローガンです。

「 New」 は、「 新しい」「 生まれ変わる」 などの意味を持つ。「 U」 は、「 You（ あなた）」 のほかに、Uni que

（ 唯一の） やUni versal （ 全世界にわたる） など、Uからはじまる様々 な単語によって、北九州市の潜在

能力を表現しています。人生やビジネスの新しい物語のステージになる、北九州市。この都市の、無限

の可能性を、全世界の人々 にアピールし、自分ごと化してもらうきっかけをつくるスローガンです。
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若松区におけるＳＤＧｓ 戦略

若松は、

① １００年以上活躍する持続可能な企業が多数ある
②環境産業やエネルギー産業が集積している
③北九州学術研究都市などの研究拠点がある
④海、山などの自然が豊か
⑤人情味があり、まちに愛着と誇りを持ち、まちづく りに関心がある人が多い
など、２０３０年に向けたＳＤＧｓ の１７のゴールの達成に大きく貢献できるまちだといえる。

この強みを活かし、課題に取り組むことにより、ＳＤＧｓ の先進的なまちを目指す。

《 若松区におけるＳＤＧｓ 戦略の展開イメージ》

教育支援

若松区のまちづく り

●環境産業の集積
● エネルギー産業の集積
●北九州学術研究都市
●持続可能な経営を実践する企業
●強い地域力・ 地元愛 など

若松の強み

●人口減少（ 特に若い世代）
●少子高齢化の進展
●労働力の確保
●地域の担い手の高齢化
●局地的な大雨など災害の増加 など

若松の課題

若松コミュニティでの連携

就職
職場体験
工場見学

進学

就職

新技術

活かした取組

効果

教育支援

教育支援

若者の定着 人材育成 経済の活性化 シビックプライドの醸成 若松ブランドの創出

地域学研都市

企業

教育機関
（ 小・ 中・ 高）

フィールドスタディ

支援

魅力のＰＲ

移住・ 投資

区

外
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若松区のまちづく り方針

若松区では、「 北九州市ＳＤＧｓ 未来都市計画」 を基に、若松区におけるＳＤＧｓ 戦略を展開して

いくため、

若松の強みを活かした、ＳＤＧｓ のトップランナーとなるまち

を目指し、経済・ 社会・ 環境の視点から若松区が目指す姿を掲げ、誇りと生きがいを持ち、誰もが

住みたい・ 住み続けたいと実感するまち・ 若松の実現に向けて取り組んでいきます。

【 基本的な考え方】 【 取組の方向性】

経済

「 人と環境の調和

により、新たな産

業を拓く 」

先進のまちを目指した新たな

ビジネスやイノベーションの創出

社会

「 一人ひとりが

行動し、みんなが

輝く社会を拓く 」

ダイバーシティの推進等による

誰もが活躍できる場の創出

市民参加型の活動による生活の

質（ QOL） の向上

◆市民主体の地域づく り
◆区民の生きがいづく り
◆文化の薫るまちづく り

◆安心して生き生きと暮らせるまちづく
り

◆災害に強いまちづく り
◆犯罪のないまちづく り

◆区民の健康づく り
◆子どもを育む環境づく り

若
松
の
強
み
を
活
か
し
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な
る
ま
ち

◆新たな産業の核となるエネルギー
産業を創出するまちづく り

◆北九州学術研究都市のまちづく り

◆先進的な取組を行う地域企業の
情報発信

◆地域を支える人材・ 団体の育成
◆区役所職員の人材育成
◆ ネットワークづく り

◆ まちのシンボルとなる「 顔」 づく り
◆訪れたくなるまちづく り
◆郷土への誇り（ 郷土愛） を育てるま
ちづく り

◆風力発電関連産業の総合拠点化

◆世界をリードする再生可能エネルギ
ー拠点の形成

◆響灘エコフロンティアパークにおけ
るまちづく り

◆企業と連携した脱炭素社会づく り

新たな企業価値を生み出す

ＳＤＧｓ 経営の普及

市民の健康（ 幸） 寿命の延伸

変革を支え、リードする教育・

人材育成の推進

ＳＤＧｓ の視点を踏まえたシビ

ックプライドの醸成

感染症に対応した安心して暮ら

せる社会の構築

環境

「 世界のモデル

となる持続可能

なまちを拓く 」

脱炭素エネルギーの安定的な供

給体制の構築

市民・ 企業との連携による循環

システムの構築

◆感染症対策の推進


